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各  位 
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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成24年5月7日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

 

記 

１． 連結業績予想数値の修正 

 （1）平成25年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 15,400 850 860 510 53 17 

今回修正予想(B) 16,226 1,170 1,196 672 70 12 

増 減 額(B-A) 826 320 336 162  － 

増 減 率(%) 5.4 37.7 39.1 31.9  － 

(ご参考)前期第2四半期実績 
(平成24年3月期第2四半期) 15,174 820 834 461 (注) 48 15 

 

（2）平成25年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 31,500 1,810 1,850 1,050 109 46 

今回修正予想(B) 32,400 2,130 2,200 1,220 127 18 

増 減 額(B-A) 900 320 350 170  － 

増 減 率(%) 2.9 17.7 18.9 16.2  － 

(ご参考)前期実績 
(平成24年3月期) 29,355 1,676 1,711 941 (注) 98 15 

 

（注）当社は平成24年4月1日付で株式分割（1：100）を行っております。そのため、前期の１株当たり情報に

つきましては、前期期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定した数値を記載しております。 

 

２．個別業績予想数値の修正 

（1）平成25年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,300 440 740 540 56 29 

今回修正予想(B) 8,777 602 902 631 65 80 

増 減 額(B-A) 477 162 162 91  － 

増 減 率(%) 5.7 37.0 22.0 16.9  － 

(ご参考)前期第2四半期実績 
(平成24年3月期第2四半期) 8,241 432 676 487 (注) 50 82 
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（2）平成25年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,500 890 1,200 770 80 27 

今回修正予想(B) 17,100 1,050 1,360 850 88 61 

増 減 額(B-A) 600 160 160 80  － 

増 減 率(%) 3.6 18.0 13.3 10.4  － 

(ご参考)前期実績 
(平成24年3月期) 15,729 877 1,122 695 (注) 72 54 

 

（注）当社は平成24年4月1日付で株式分割（1：100）を行っております。そのため、前期の１株当たり情報に

つきましては、前期期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定した数値を記載しております。 

 

３．業績予想数値修正の理由 

(1) 連結業績予想数値修正の理由 

東日本大震災後、当社の住宅に対する耐震性の評価やエコ・省エネなどへの取り組みの評価が一層高 

まってきたことを背景に、営業社員の増員など継続的に営業体制の強化に努めてきたことで、戸建住宅の 

受注・販売とも好調に推移いたしました。また、在庫水準の管理を一段と厳格化したことや経費削減の効 

果で利益率の向上が進み、当第 2四半期（累計）は、売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益のすべ 

てにおいて当初予想を上回る見込みとなりました。 

また、これに伴い、平成 25 年 3月期通期についても当初予想を上回る見通しとなったことから、併せて 

修正を行うものであります。 

(2) 個別業績予想数値修正の理由 

連結業績予想修正の理由と同様の理由によります。 

 

 

（注記事項） 

上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因により予想 

数値と異なる可能性があります。 

以 上 


